
令和元年「市民と議会のわがまちトーク」議会としての行動（抜粋） 
 

№ 

（意見番号） 

市民から出された意見 

（テーマ：自主防災力の向上について） 

  

対  応 

（太字）議会としての行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

→手法 

議会の行動を実現する手法  

１ 

⑶ 

 危機管理室主導による危機意識と防

災活動の教育がまだ不足している。 

市に対し、自助・共助・公助の考え

方や自主防災組織の意義などに関す

る周知・啓発を更に積極的に実施する

よう提言しました。 

 

① 
 また、議会としても、地域住民の意

識高揚を促し、理解を深める機会の創

出に努めます。 

 

≪委員長案≫ 

① ②の「議会の行動」を

実現させる手法 

 

１ 「まいづる市議会だよ

り」及び「ＦＭ放送」を

活用し、議会として、自

助・共助・公助の考え方

や自主防災組織の意義な

どの周知・啓発に努める。 

 

２ 

⑷ 

 自主防災会と消防団の活動の限界を

町内会等に周知する必要がある。 

３ 

⑺ 

 自主防災の話について積極的に地域

へ出かけて行ってほしい。 

４ 

（21） 

地域の災害について、研修会を開催する

とともに、災害時、避難に対する意識付

けを行政としても徹底してほしい。 

５ 

（26） 

防災について意識を高める必要がある

ことから、その意識改革のための教育を

自治会単位で実施してほしい。 

   
 

№ 

（意見番号） 

市民から出された意見 

（テーマ：自主防災力の向上について） 

 

対  応 

（太字）議会としての行動 

 

２ 議会として、自治会単

位あるいは自治連・区長

連単位などで市の「出前

講座」の開催を推進し、

理解を深める機会の創出

を図る。 

 

６ 

⑾ 

 （議会に対して）自治会も自主防災組

織も消防団も高齢化で地域を守ること

が困難、一度調べてもらって対策を考え

てほしい。 

市に対し、自主防災の担い手を確保

するため、その重要性の周知に更に取

り組むよう提言しました。 

 

② 
 また、議会としても、地域住民の自

主防災組織や消防団に対する理解を

深める取組を通じて、担い手の確保に

つながるよう努めます。 

 

（令和元年 12 月 17 日（火）総務消防委員会資料） 
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